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会   議   録  （１） 

会 議 の 名 称 令和５年度 第３回入間市健康福祉センター運営協議会 

開 催 日 時 
令和５年９月２７日（水） 

      午後７時００分  開会・午後８時３０分  閉会   

開 催 場 所 入間市健康福祉センター３階 ３０１・３０２会議室 

議 長 氏 名 入間市健康福祉センター運営協議会会長  山本  寛 

出席委員(者)氏名 

寺師 良樹 委員   花井 康之 委員   金子 明美 委員 

竹下 郁代 委員   田中 利之 委員   鎌田 千秋 委員 

星野ふみ子 委員   岩崎 廣司 委員   田邊  仁 委員 

山本  寛 委員   丸藤 祐子 委員   大阪絵里子 委員 

藤牧 利昭 委員   髙橋恵美子 委員   青木 菜摘 委員 

欠席委員(者)氏名 なし 

説明者の職氏名 

健康推進部次長 中村 孝   健康推進部参事兼所長 糟谷 寿孝 

地域保健課長 晝間 拓哉   健康推進部副参事 今井 文香 

地域保健課 主幹 菅野優美子  地域保健課 主幹 島田 英子 

地域保健課 副主幹 設楽久美子 地域保健課 副主幹 山川 久子 

地域保健課 副主幹 今藤 明子 地域保健課 副主幹 岡田紀代美 

会 議 次 第 

(公開・非公開の別) 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題「第４次健康いるま２１計画の策定について」 

４ その他 

５ 閉会 

非 公 開 理 由  

傍 聴 者 数 なし 

配 布 資 料 

事前配布：「第４次健康いるま２１計画」案 

【資料１】「質問事項回答」 

【資料２】「今後のスケジュール」 

事務局職員職氏名 
健康管理課長 木下 義幸    健康管理課 主幹 松本 智 

健康管理課 主事 宇野 里実   健康管理課 主事 九住有梨華 

会議録作成方法 要点筆記 
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会  議  録 （２） 

議 事 の 概 要 （ 経 過 ） ・ 決 定 事 項 

１ 議題 

第４次健康いるま２１計画の策定について 

    ①前回からの変更点について説明 

    ②質問に対する回答について【資料１】説明 

③全体を通しての質問について 

④今後のスケジュールについて【資料２】説明 

 「②質問に対する回答」及び「第４次健康いるま２１計画」の全体を通しての疑問点等

を、９月２９日（金）までに事務局へ連絡するよう依頼した。 

 

２ その他 

次回の日程について報告した。 
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会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

司会（ 健 康 管 理 課 主 幹 ） 

 

山本会長 

 

司会 

 

 

 

議長 

 

 

 

地域保健課主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

地域保健課主幹 

 

 

 

議長 

 

 

 

健康福祉センター所長 

 

地域保健課主幹 

 

 開会（省略） 

  

 会長あいさつ（省略） 

 

 出席委員数報告 １５名 

 会議成立報告（入間市健康福祉センター運営協議会条例第 6条第 2項） 

 議事進行依頼（入間市健康福祉センター運営協議会条例第 6条第 1項） 

 

会議録署名を田中委員に依頼 

次第３ 議題 第４次健康いるま２１計画の策定について 

① 前回からの変更点について、事務局へ説明依頼 

 

目次について 

「第３章、第３次健康いるま２１計画 取組状況と評価」という項目を

新たに追加した。第３次健康いるま２１計画の取組状況と評価は、前回ま

では第５章 第４次健康いるま２１計画に編入していたが、章を新たに設

けることとなった。理由は、第３次計画と第４次計画では、計画の対象者

が変更となっているため。第３次では１８歳以上を対象としているが、第

４次では乳幼児から高齢者まで対象としている。評価の際に混乱が生じな

いように新たに章を作成した。それに伴い、目次は１２章までとなったこ

とを説明した。 

 

質疑応答（意見等なし） 

 

② 質問に対する回答について、事務局へ説明依頼 

 

【資料１】質問事項回答について、分野ごとに説明した。 

質問事項№4「４章と１１章を合わせて、計画全体の基本的な考え方と推

進体制としてはどうか」という意見について協議を依頼。 

 

【資料１】質問事項№4について協議する。 

 

質疑応答（意見等なし） 

 

後日意見等があればメール等で送信依頼 

 

用語解説の質問、意見について説明した。 
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発 言 者 発 言 内 容 

議長 

 

田中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域保健課主幹 

 

 

 

 

地域保健課副主幹 

 

 

 

地域保健課主幹 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

丸藤委員 

 

 

質疑応答 

 

第４次健康いるま２１計画 53 ページの元気な入間食育推進計画の基本

理念について、「環」という文字はどういう意図で使用しているのか。 

また、同計画 98 ページの入間市自殺対策計画の全体目標について、

「自殺率」という言葉が使用されているが、市民の方が見た時に受け取り

にくい表現ではないか。同計画の 90 ページに「自殺率」とは「自殺死亡

率」の略称であると記載されているが、全体目標については省略せずに

「自殺死亡率」と記載した方がよいのではないか。 

最後に、同計画 126 ページの計画推進体制について、今後パブリックコ

メントや市議会等への報告が始まり、計画書が公表されるが、専門的な言

葉が非常に多いため、市民の方に理解していただくためには情報提供が大

切になってくると思う。広報いるまを活用するようだが、今年になり広報

いるまも掲載内容が変化しており、市の情報提供には限られていると思え

る。ホームページにも掲載する予定だとは思うが、ホームページは自身が

情報を得たいと思わなければ到達しにくいため、情報提供の方法も検討が

必要なのではないか。 

 

元気な入間食育推進計画の基本理念に使用される「環」について、通常

であれば「輪」という文字を利用するところだが、第１次食育推進計画か

ら使用されており、国の上位計画にも食育の「環」と表現されているた

め、市の計画でも同様に「環」という表現を使用している。 

 

入間市自殺対策計画の全体目標において、「自殺死亡率」を「自殺率」

と省略せずに記載した方がよいのではという意見については、今後調整し

ていく予定。 

 

計画の推進体制について、情報提供の充実においては、健康づくりボラ

ンティア団体、母子愛育会、食生活改善推進員等、地域の方々を通して、

市民の方に丁寧に説明させていただきたい。また、公式ホームページ、広

報いるまだけでなく、計画の概要版を作成し、情報提供の手段を増やして

いきたい。 

 

③ 全体を通しての質問について 

 

 質疑応答 

 

第４次健康いるま２１計画 41 ページの運動習慣者の割合について、運

動習慣者は同計画の 23 ページに「およそ週２回以上、１回３０分以上の

運動を１年以上継続している場合」と定義されているが、同じ認識でよい
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

地域保健課副主幹 

 

 

 

議長 

 

地域保健課長 

 

 

 

議長 

 

 

司会 

 

健康管理課長 

 

金子副会長 

 

司会 

のか。同計画 40 ページの表において小学生と中学生では定期的な運動習

慣が週３日以上と定義されているため混乱が生じると思う。 

 

運動習慣者については、「およそ週２回以上、１回３０分以上の運動を

１年以上継続している場合」という認識で合っている。空いている箇所に

追記することで対応したい。 

 

④ 今後のスケジュールについて、事務局へ説明依頼 

 

 【資料２】第４次健康いるま２１計画 策定スケジュールについて、意

見聴取、パブリックコメントの結果を受けて修正したものを１２月中旬に

書面で送付予定と説明した。 

 

議事が終了したことを宣言 

 議長退任 

 

 次第４ その他について 

 

次回の日程について 

 

 閉会あいさつ（省略） 

 

令和５年度 第３回健康福祉センター運営協議会終了 

議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 

           令和  ５年 １０月 ３０日 

 

     議 長 の 署 名                 山本   寛                       

 

     議長が指名した者の署名                田中 利之                     

 

 


